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本 文 概 要

1. 目的

今野（2012）の出版を契機として広く知られるようになったブラック企業に特徴的な劣悪な労働環境

において，肯定的将来展望がコミットメントと精神的健康に影響を及ぼしているか検討を行うことが本

研究の目的である。

2. 方法

調査対象者：一都三県（東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県）在住 20～35歳の社会人男性 300名 雇用

形態が正社員・契約社員のみを対象 平均年齢は 31.55 歳（SD＝3.06）

調査時期：2018年 1月 25～1月 26日に Webアンケートによる調査を実施した。調査項目：①基本属性：

年齢，勤務先の従業員規模，業種，職種，職位，勤続年数，年収 ②精神的不健康：12項目 ③労働環

境：20項目 ④妥当性の検証のため「自分の職場をブラックだと思うか」 ⑤組織コミットメント：20

項目 ⑥職種コミットメント：20項目 ⑦肯定的将来展望：10項目 ②から⑦まで全て 5件法

3. 結果

精神的健康とコミットメントにブラック労働環境と肯定的将来展望が及ぼす影響を見るため，ブラッ

ク労働環境と肯定的将来展望の交互作用を考慮し，2 要因の分散分析を行った。ブラック労働環境と肯

定的将来展望の交互作用が有意であったのは，精神的不健康（F（1,296）＝4.48，p＜.05），職種コミッ

トメント愛着要素（F（1,296）＝12.01，p＜.001）であった。交互作用が有意であったことから単純主

効果の検定を行った結果，ブラック労働低群において，肯定的将来展望低群が肯定的将来展望高群より

精神的不健康の得点が有意に高く，肯定的将来展望高群においてブラック労働高群がブラック労働低群

より精神的不健康の得点が有意に高かった。ブラック労働低群において，肯定的将来展望高群が肯定的

将来展望低群より職種コミットメント愛着要素の得点が有意に高く，肯定的将来展望高群においてブラ

ック労働低群がブラック労働高群より職種コミットメント愛着要素の得点が有意に高かったという結果

であった。

4. 考察

ブラック労働における肯定的将来展望が精神的健康に及ぼす影響については，ブラック労働環境低群

においてのみ肯定的将来展望が高い場合に精神的不健康が低いということが示されたことから，ブラッ

ク労働環境で肯定的将来展望が役割を果たしているとは言い難いものとなった。いくら労働者が将来に

対する肯定的な展望があったとしても，ブラック労働環境の下では精神的不健康になりやすいというこ

とが言える。コミットメントに肯定的将来展望が及ぼす影響については，ブラック労働環境低群におい

てのみ肯定的将来展望が高い場合に職種コミットメント愛着要素が高いということが示されたことから

ブラック労働環境でない場合においては肯定的将来展望が影響を及ぼしうるということが言える。ブラ

ック労働環境が低いにも関わらず肯定的将来展望が低い群において有意に精神的不健康が高く，職種コ

ミットメント愛着要素が低かったことは，ブラック労働環境に関わらず肯定的将来展望が精神的不健康

とコミットメントに影響を及ぼしているということが言える。このことから企業が働く労働環境をよい

ものにすることだけでは足りず，労働者が肯定的な将来展望が描けるようにすることも重要であろう。


